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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外装を構成する筐体と、
　前記筐体に収容されたスピーカーと、
　前記筐体に収容されたファンと、
　板状部材で構成され、波型形状を有し、前記スピーカーからの磁力を抑制する磁力抑制
部材と、
　を備え、
　前記磁力抑制部材は、前記スピーカーと前記ファンとの間に設置され、
　前記スピーカーおよび前記ファンは、前記スピーカーの放音中心軸と前記ファンの回転
軸とが垂直となるように配置され、かつ、前記回転軸に沿った方向からの平面視において
、一部が重なるように配置されていることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記スピーカーは枠部材に設置され、
　前記磁力抑制部材は、前記枠部材において前記ファン側となる側面に設置されているこ
とを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電子機器であって、
　前記磁力抑制部材は、前記波型形状の稜線が前記スピーカーの放音中心軸に対して略平
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行となるように配置されていることを特徴とする電子機器。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子機器であって、
　光を射出する光源装置と、
　前記光を画像情報に応じて変調する光変調装置と、
　前記光変調装置で変調された変調光を画像光として投写する投写レンズと、
　を備えていることを特徴とする電子機器。
【請求項５】
　外装を構成する筐体と、
　前記筐体に収容されたスピーカーと、
　前記筐体に収容されたファンと、
　板状部材で構成され、波型形状を有し、前記スピーカーからの磁力を抑制する磁力抑制
部材と、
　光を射出する光源装置と、
　前記光を画像情報に応じて変調する光変調装置と、
　前記光変調装置で変調された変調光を投写する投写レンズと、
　を備え、
　前記磁力抑制部材は、前記スピーカーと前記ファンとの間に設置され、
　前記スピーカーおよび前記ファンは、前記スピーカーの放音中心軸と前記ファンの回転
軸とが垂直となるように配置され、かつ、前記回転軸に沿った方向からの平面視において
、一部が重なるように配置されていることを特徴とするプロジェクター。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子機器は、スピーカーおよびファン（冷却用ファン）を備えたものが知られて
いる。電子機器として、例えば、光源から射出される光（射出光）を画像信号に応じて光
変調装置で変調して投写するプロジェクターが知られている。このプロジェクターにも、
スピーカーや冷却用ファンが備わっている。そして、プロジェクターは、外部機器から入
力される画像および音声に対し、画像は投写レンズを介して投写させ、音声はスピーカー
を介して放音させる。また、プロジェクターは、射出光により温まった光変調装置等に対
して冷却用ファンを用いて冷却させる。
【０００３】
　特許文献１では、カメラモジュールおよびスピーカーを有する電子機器において、カメ
ラモジュールにおけるスピーカーに向く側面に磁力吸収面を備えた構成が開示されている
。この構成により、磁力の影響を受け易いカメラモジュールの近傍に、スピーカーのよう
な強力な磁石を有する部品が取り付けられていても、その影響を遮断できるとしている。
【０００４】
　特許文献２では、プロジェクター本体と音声発生装置とを収納する筐体に、音声発生装
置（スピーカー）の放音口と、プロジェクター本体の吸気口/排気口とが隣接して形成さ
れた構成が開示されている。この構成では、音声発生装置のスピーカーと冷却用ファンと
を接近させて設置する構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－２０９７３５号公報
【特許文献２】特開２００６－７２０３６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　電子機器（例えば、プロジェクター）の小型化を進める場合や、デザインの自由度を向
上させる場合、例えば、特許文献２のように、スピーカーと冷却用ファンとを接近させて
設置する構造を採用することがある。特許文献２におけるスピーカーでは、発生する磁力
が弱いため問題とはならないが、スピーカーで発生する磁力が強くなった場合、冷却用フ
ァンがスピーカーから漏れる磁束の影響を受ける恐れがある。特に、回転を検出する磁気
センサーとしてのホール素子を有する冷却用ファンにおいて、ホール素子が誤動作する恐
れがある。なお、ホール素子が誤動作した場合、冷却用ファンが正常に起動しないことや
、全く起動しないこと等が懸念される。
　従って、スピーカーからの磁力を抑制し、スピーカーと冷却用ファンとを近づけて設置
することが可能な電子機器が要望されていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述した課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下
の形態または適用例として実現することが可能である。
【０００８】
　［適用例１］本適用例に係る電子機器は、外装を構成する筐体と、筐体に収容されたス
ピーカーと、筐体に収容されたファンと、板状部材で構成され、波型形状を有し、スピー
カーからの磁力を抑制する磁力抑制部材と、を備え、磁力抑制部材は、スピーカーとファ
ンとの間に設置されていることを特徴とする。
【０００９】
　このような電子機器によれば、波型形状を有する磁力抑制部材が、スピーカーとファン
との間に設置されることにより、スピーカーから漏れる磁束を磁力抑制部材に効率的に取
り込むことができ、スピーカーからの磁力を抑制してファンへの影響を低減することがで
きる。これにより、スピーカーとファンとを近づけて設置することが可能な電子機器を実
現することができる。
【００１０】
　［適用例２］上記適用例に係る電子機器において、スピーカーは枠部材に設置され、磁
力抑制部材は、ファン側となる枠部材の側面に設置されていることが好ましい。
【００１１】
　このような電子機器によれば、スピーカーが枠部材に設置される場合、磁力抑制部材を
ファン側となる枠部材の側面に設置することにより、より容易に磁力抑制部材をスピーカ
ーとファンとの間に設置でき、効率的にスピーカーからの磁力を抑制することができる。
【００１２】
　［適用例３］上記適用例に係る電子機器において、磁力抑制部材の波型形状の稜線は、
スピーカーの放音中心軸に対して略平行に形成されていることが好ましい。
【００１３】
　このような電子機器によれば、磁力抑制部材の波型形状の稜線が、スピーカーの放音中
心軸に対して略平行に形成されていることにより、更に効率的にスピーカーからの磁力を
抑制することができる。
【００１４】
　［適用例４］上記適用例に係る電子機器において、スピーカーとファンとは、鉛直方向
からの平面視において、一部が重なるように配設されていることが好ましい。
【００１５】
　このような電子機器によれば、スピーカーとファンとが、鉛直方向からの平面視におい
て、一部が重なるように配設されているような場合であっても、スピーカーとファンとの
狭い隙間（空間）に磁力抑制部材を配置することができ、効率的にスピーカーからの磁力
を抑制することができる。
【００１６】
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　［適用例５］上記適用例に係る電子機器は、光を射出する光源装置と、光を画像情報に
応じて変調する光変調装置と、光変調装置で変調された変調光を画像光として投写する投
写レンズと、を備えていることが好ましい。
【００１７】
　このような電子機器によれば、光源装置により光を射出し、射出された光を画像情報に
応じて光変調装置で変調し、変調された変調光を画像光として投写レンズで投写する、い
わゆるプロジェクターに適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態に係るプロジェクターの回路構成を示すブロック図。
【図２】外装筐体に設置されるスピーカー、冷却用ファン、磁力抑制部材を示す斜視図。
【図３】外装筐体に設置されるスピーカー、冷却用ファン、磁力抑制部材の分解斜視図。
【図４】スピーカーユニットと磁力抑制部材の分解斜視図。
【図５】スピーカーユニット、磁力抑制部材、冷却用ファンを下筐体に組立てた場合の断
面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　〔実施形態〕
　本実施形態は、電子機器としてのプロジェクター１に本発明を適用したものである。
　図１は、実施形態に係るプロジェクター１の回路構成を示すブロック図である。
【００２１】
　［プロジェクター１の回路構成と動作］
　本実施形態のプロジェクター１は、光源装置４１から射出された射出光を、画像情報に
応じて液晶パネル４２（光変調装置）で変調し、変調光を画像光として投写レンズ４３か
ら投写する装置である。
【００２２】
　プロジェクター１は、操作パネル１１、操作信号処理部１２、制御部１３、外部機器コ
ネクト部１４、入力選択部１５、画像音声信号処理部１６、液晶駆動部１７、光源制御部
１８、冷却制御部１９、音声出力部としてのスピーカー２、冷却用ファン３、光学ユニッ
ト４等を備えている。なお、光学ユニット４は、光源装置４１、液晶パネル４２、投写レ
ンズ４３等を有して構成される。なお、上述する各構成部は、外装筐体１０の内部または
外面に収容されている。
【００２３】
　外部機器コネクト部１４は、各種のコネクター（図示省略）を有しており、ＰＣ（パー
ソナルコンピューター）、ビデオテープレコーダー、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）
プレーヤー等の外部機器（図示省略）を接続することができる。
【００２４】
　操作パネル１１は、プロジェクター１の外装筐体１０の外面に設けられ、ユーザーの操
作入力を受け付けるためのものである。ユーザーが操作パネル１１に配置されたキースイ
ッチ（図示省略）を押下すると、それに対応した操作信号が操作信号処理部１２に出力さ
れる。操作信号処理部１２は、操作パネル１１が出力した操作信号を受け取り、デジタル
信号に変換する等の処理を施して、制御部１３に出力する。
【００２５】
　制御部１３は、入力選択部１５、画像音声信号処理部１６、光源制御部１８、冷却制御
部１９、温度検出部（図示省略）等の動作を制御する。制御部１３は、ＣＰＵ（Central 
Processing Unit）や、各種データ等の一時記憶に用いられるＲＡＭ（Random Access Mem
ory）等を備え、記憶部（図示省略）に記憶されている制御プログラムに従って動作する
ことによりプロジェクター１の動作を統括制御する。制御部１３は、記憶部と共にコンピ
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ューターとして機能する。
【００２６】
　入力選択部１５は、制御部１３からの指示に基づき、プロジェクター１に接続する外部
機器を切換える。入力選択部１５により選択された外部機器は、画像情報と音声情報とを
、画像信号と音声信号として外部機器コネクト部１４を介して出力する。出力された画像
信号と音声信号は、画像音声信号処理部１６に入力する。
【００２７】
　画像音声信号処理部１６は、制御部１３の指示に基づき、入力した画像信号を出力画像
信号として生成し、液晶駆動部１７に出力する。また、画像音声信号処理部１６は、制御
部１３の指示に基づき、入力した音声信号を出力音声信号として生成し、音声出力部を構
成するスピーカー２に出力する。
【００２８】
　光源制御部１８は、制御部１３の指示に基づき、光源装置４１に対する電力の供給と停
止とを制御し、光源装置４１の点灯および消灯を切り替える。
【００２９】
　光源装置４１は、スクリーン（図示省略）等に画像を投写するための光の供給部であり
、液晶パネル４２に向けて光を射出する。光源装置４１は、本実施形態では、放電式ラン
プを用いている。なお、光源装置４１は、放電式ランプの他、レーザーダイオード、ＬＥ
Ｄ（Light Emitting Diode）、有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子、シリコン発光素
子等の各種固体発光素子等を用いて構成することができる。
【００３０】
　液晶駆動部１７は、画像音声信号処理部１６が出力する出力画像信号に基づき、液晶パ
ネル４２を駆動する。
　光変調装置としての液晶パネル４２は、複数の画素（図示省略）がマトリクス状に形成
されており、液晶駆動部１７により各画素の透過率が調整されることで、光源装置４１か
ら射出された光を変調し、投写レンズ４３に向けて射出する。なお、液晶パネル４２は、
本実施形態では、透過型の液晶パネルを用いている。しかし、これに限られず、反射型の
液晶パネルを用いてもよい。
【００３１】
　投写レンズ４３は、液晶パネル４２から入射した光（変調光）を画像光としてスクリー
ン等の投写面上に拡大投写する。投写レンズ４３には、投写した画像の焦点を調整するフ
ォーカス調整機構（図示省略）や、投写した画像の拡大率を調整するズーム調整機構（図
示省略）が備えられている。
【００３２】
　音声出力部を構成するスピーカー２は、画像音声信号処理部１６が出力する出力音声信
号に基づいて音声出力を行う。
【００３３】
　冷却制御部１９は、制御部１３の指示に基づき、冷却部を構成する冷却用ファン３（フ
ァン）の動作を制御する。詳細には、冷却制御部１９は、制御部１３の指示と、温度検出
部の温度検出結果とに基づいて冷却用ファン３の動作を制御し、プロジェクター１の動作
中における温度上昇の抑制、およびプロジェクター１が電源オフするときのクールダウン
を実行する。
【００３４】
　冷却用ファン３は、冷却制御部１９の指示に基づき、点灯に伴って高温となる光源装置
４１や、光源装置４１からの射出光が入射して高温となる液晶パネル４２、および回路ブ
ロック（図示省略）を含め、高温となる外装筐体１０の内部等を冷却する。冷却用ファン
３は、軸流ファンやシロッコファン等の複数のファンによって構成されている。
【００３５】
　なお、プロジェクター１は、図示省略するが、電源部および電源端子を有しており、電
源部には、電源端子を介してＡＣ１００Ｖ等の電力が外部から供給される。そして、電源
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部は、供給される電力（交流電力）を所定の直流電力に変換して、プロジェクター１の各
部に変換した電力を供給する。
【００３６】
　図２は、外装筐体１０に設置されるスピーカー２、冷却用ファン３、磁力抑制部材５を
示す斜視図である。図３は、外装筐体１０に設置されるスピーカー２、冷却用ファン３、
磁力抑制部材５の分解斜視図である。なお、図２、図３では、本実施形態でのプロジェク
ター１を説明する上で必要な部分のみを示しており、他の部分は図示を省略している。
【００３７】
　なお、図２を含む以降の図面では、説明の便宜上、ＸＹＺ直交座標系を用いる。ＸＹＺ
直交座標系は、スピーカー２の放音方向をＹ（＋）方向とし、Ｙ方向に直交し、プロジェ
クター１を机上に設置した姿勢で、スピーカー２を基準として机上面に平行となる冷却用
ファン３の方向をＸ（＋）方向とする。また、Ｘ方向およびＹ方向に直交し、かつ、プロ
ジェクター１を机上に設置した姿勢での上方向をＺ（＋）方向とする。また、Ｘ（＋）方
向を前方向（前側）、Ｘ（－）方向を後方向（後側）、Ｙ（＋）方向を右方向（右側）、
Ｙ（－）方向を左方向（左側）、Ｚ（＋）方向を上方向（上側）、Ｚ（－）方向を下方向
（下側）、として適宜使用する。
【００３８】
　［プロジェクター１の要部の機械的構成と動作］
　本実施形態のプロジェクター１の外装筐体１０は、上筐体（図示省略）と下筐体１０Ｂ
とを有して構成されている。図２に示すように、下筐体１０Ｂの右方向の側面で後側には
、外装筐体１０の内側にスピーカー２が設置される。詳細には、図２、図３に示すように
、スピーカー２は、後述する枠部材としてのスピーカー枠６に収容（ネジ固定）され、ス
ピーカー枠６が下筐体１０Ｂに設置（ネジ固定）される。なお、スピーカー２とスピーカ
ー枠６とにより、スピーカーユニット２Ａが構成される。
【００３９】
　以降では、複数の冷却用ファン３の中で、図２に示す吸気用のファンを冷却用ファン３
として説明する。スピーカー２の前方向の下側には、冷却用ファン３が下筐体１０Ｂに設
置（ネジ固定）されている。スピーカー２と冷却用ファン３とは、本実施形態では、それ
ぞれが接近した状態で設置されている。さらに詳しくは、上方向から下方向（鉛直方向）
への平面視で、スピーカーユニット２Ａと冷却用ファン３とは一部が重なるように配設さ
れている。
【００４０】
　そして、冷却用ファン３側となるスピーカー枠６の前側の側面６１２には、スピーカー
２からの磁力を抑制する磁力抑制部材５が設置されている。言い換えると、磁力抑制部材
５は、スピーカー２と冷却用ファン３との間に設置されている。
【００４１】
　なお、本実施形態のスピーカー２は、１６Ｗ仕様のダイナミック・スピーカーを用いて
いる。そして、スピーカー２は、スピーカー２に相対して上筐体の右側面に形成される放
音穴（図示省略）を介して音声を放音する。
【００４２】
　図２、図３に示す冷却用ファン３は、本実施形態では、シロッコファンを用いている。
また、冷却用ファン３は、上筐体の放音穴の前側に形成される吸気口（図示省略）を介し
て外気を吸気する。なお、シロッコファンは、回転軸方向から吸気した空気（外気）を、
回転による遠心力方向に吐出する。また、シロッコファンには、回転を検出する磁気セン
サーとしてのホール素子が設置されている。本実施形態では、図３に示すように、冷却用
ファン３（シロッコファン）は、開口部３１から外気を吸気し、吐出口３２から外気を吐
出する構造となっている。
【００４３】
　本実施形態の冷却用ファン３は、外気を吸気し、吸気した外気を図３に示すダクト１０
１内に流動させる動作を行う。なお、ダクト１０１は、下筐体１０Ｂに形成される下側を
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構成するダクト１０１（図３）に、別体で形成される上側を構成するダクト（図示省略）
を係合することにより構成される。冷却用ファン３は、ダクト１０１に外気を流動させ、
液晶パネル４２の近傍に位置するダクト１０１の吐出口（図示省略）から吐出し、液晶パ
ネル４２に外気を吹き付けることにより、液晶パネル４２を冷却する。
【００４４】
　図４は、スピーカーユニット２Ａと磁力抑制部材５の分解斜視図であり、図４（ａ）は
分解斜視図、図４（ｂ）は、磁力抑制部材５の方向を変えた場合の斜視図である。
【００４５】
　［スピーカー２の構成］
　スピーカー２は、上述したように、いわゆるダイナミック・スピーカーの構成となって
いる。詳細には、スピーカー２は、振動板２１、コイル（図示省略）、マグネット部２２
、スピーカー２を駆動する電気信号（音声信号）を送るケーブル２３、それぞれを固定す
るフレーム２４等から構成されている。フレーム２４の外周部には、４つの固定部２４１
が形成され、固定部２４１には、ネジＳＣ１を挿通する挿通孔（図示省略）が形成されて
いる。
【００４６】
　［スピーカー枠６の構成］
　スピーカー枠６は、矩形の箱状に形成される枠本体６１を有し、枠本体６１のＹ（＋）
方向に開口部６２が形成され、内部にスピーカー２を収容する収容部６３が形成されてい
る。開口部６２から収容部６３に一段入った４つのコーナーには、スピーカー２を固定す
る固定部６３１が、スピーカー２の固定部２４１に対応して形成されている。そして、固
定部６３１には、それぞれネジ孔６３２が形成されている。
【００４７】
　［スピーカーユニット２Ａの組立て］
　スピーカーユニット２Ａは、スピーカー枠６へ、スピーカー２を組立てることで完成す
る。詳細には、スピーカー枠６の開口部６２から収容部６３内に、スピーカー２をマグネ
ット部２２側から挿入する。このとき、スピーカー２のケーブル２３は、枠本体６１のＹ
（－）方向の側面６１１に形成される穴部（図示省略）に挿通させてスピーカー枠６から
延出させる。そして、スピーカー２の固定部２４１をスピーカー枠６の固定部６３１に当
接させる。最後に、ネジＳＣ１を固定部２４１の挿通孔に挿通し、固定部６３１のネジ孔
６３２に螺合させることにより、スピーカー２をスピーカー枠６に固定する。
【００４８】
　［磁力抑制部材５の構成］
　磁力抑制部材５は、板状部材で構成されている。本実施形態では、磁力抑制部材５は、
スズめっきされた鉄あるいは鋼鉄の薄い板（いわゆるブリキ板）で構成されている。本実
施形態では、板厚は約０．３ｍｍとしている。磁力抑制部材５は、図４に示すように、略
矩形状の本体５１を有し、この本体５１には、波型形状が連なって形成される波型形状部
５２が形成されている。また、本体５１の下側端部には、曲折して形成される固定部５３
を有している。固定部５３には、ネジＳＣ１を挿通する挿通孔５３１が形成されている。
なお、磁力抑制部材５の波型形状部５２は、磁力抑制部材５がスピーカー枠６の後述する
側面６１２に固定された場合、波型形状部５２の稜線Ｌが、スピーカー２の放音中心軸Ａ
Ｘに対して略平行となるように形成されている。
【００４９】
　［磁力抑制部材５の組立て］
　磁力抑制部材５は、スピーカー枠６（枠本体６１）のＸ（＋）側の側面６１２に本体５
１を当接させる。併せて、固定部５３の挿通孔５３１が、スピーカー枠６の固定部６３１
に当接するスピーカー２の固定部２４１の外面に当接するように設置する。詳細には、図
４（ａ）に示すスピーカー２に対し、正対した場合の左下に位置する１つの固定部２４１
ａの外面に挿通孔５３１が位置するように設置する。
【００５０】
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　従って、ネジＳＣ１によるスピーカー２のスピーカー枠６への固定は、この磁力抑制部
材５をスピーカー枠６に設置した後に行われる。なお、スピーカー２の固定部２４１ａの
外面に、磁力抑制部材５（固定部５３）の挿通孔５３１が位置するように設置した後、ネ
ジＳＣ１をこの挿通孔５３１および固定部２４１ａの挿通孔に挿通し、スピーカー枠６の
ネジ孔６３２に螺合する。
【００５１】
　これにより、磁力抑制部材５の固定部５３が、ネジＳＣ１により、スピーカー２と共に
スピーカー枠６に共締めされることにより、磁力抑制部材５がスピーカー枠６の側面６１
２に固定される。なお、このように磁力抑制部材５を固定したスピーカー枠６（スピーカ
ーユニット２Ａ）が、下筐体１０Ｂの所定の場所にネジ固定されることになる。
【００５２】
　図５は、スピーカーユニット２Ａ、磁力抑制部材５、冷却用ファン３を下筐体１０Ｂに
組立てた場合の断面図である。詳細には、図５は、図２におけるＡ－Ａ´断面であり、下
筐体１０Ｂの右側端面から内側に入った位置で、ＸＺ平面に平行に切断した概断面図であ
る。
【００５３】
　［磁力抑制部材５のスピーカー２と冷却用ファン３との位置関係］
　図２、図５に示すように、本実施形態では、スピーカー２の近傍に冷却用ファン３が設
置された構成となっている。そして、スピーカー２は、スピーカー枠６に固定されている
。また、磁力抑制部材５は、冷却用ファン３側となるスピーカー枠６の側面６１２に設置
される。また、磁力抑制部材５には、波型形状部５２が形成され、その稜線Ｌがスピーカ
ー２の放音中心軸ＡＸに対して平行となるように形成および設置される。
【００５４】
　本実施形態のプロジェクター１によれば、以下の効果が得られる。
【００５５】
　本実施形態の電子機器としてのプロジェクター１は、波型形状部５２を有する磁力抑制
部材５が、スピーカー２と冷却用ファン３との間に設置されることにより、スピーカー２
から漏れる磁束を磁力抑制部材５に効率的に取り込むことができ、スピーカー２からの磁
力を抑制して冷却用ファン３への影響（特にホール素子への影響）を低減することができ
る。これにより、スピーカー２と冷却用ファン３とを近づけて設置することが可能になる
。
【００５６】
　本実施形態の電子機器としてのプロジェクター１によれば、スピーカー２と冷却用ファ
ン３とを近づけて設置することが可能となるため、プロジェクター１の小型化を図ること
ができる。また、プロジェクター１のデザインの自由度を向上させることができる。言い
換えると、磁力抑制部材５は、薄い板を波型形状に成形したものであるため、スピーカー
２と冷却用ファン３との間の狭い空間に配設することができ、プロジェクター１の小型化
を阻害しない。
【００５７】
　本実施形態の電子機器としてのプロジェクター１は、スピーカー２がスピーカー枠６に
設置されており、磁力抑制部材５を冷却用ファン３側となるスピーカー枠６の側面６１２
に設置している。これにより、より容易に磁力抑制部材５をスピーカー２と冷却用ファン
３との間に設置でき、効率的にスピーカー２からの磁力を抑制することができる。
【００５８】
　本実施形態の電子機器としてのプロジェクター１によれば、磁力抑制部材５の波型形状
部５２の稜線Ｌが、スピーカー２の放音中心軸ＡＸに対して平行に形成されていることに
より、更に効率的にスピーカー２からの磁力を抑制することができる。
【００５９】
　なお、上述した実施形態に限定されず、その要旨を逸脱しない範囲において種々の変更
や改良などを加えて実施することが可能である。変形例を以下に述べる。
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【００６０】
　前記実施形態では、電子機器としてのプロジェクター１に本発明を適用しているが、こ
れに限られず、プロジェクター１以外の電子機器に対しても本発明を適用することができ
る。
【００６１】
　前記実施形態のプロジェクター１は、磁力抑制部材５を、スピーカー枠６の側面６１２
に設置している。しかし、これに限られず、プロジェクター１が、スピーカー枠６を有さ
ない構成の場合には、冷却用ファン３とスピーカー２（特にマグネット部２２）との間に
磁力抑制部材を設置する構成としてもよい。
【００６２】
　前記実施形態のプロジェクター１は、磁力抑制部材５を、冷却用ファン３側となるスピ
ーカー枠６の側面６１２に設置している。しかし、これに限られず、磁力抑制部材５を、
スピーカー枠６の側面６１２から、冷却用ファン３側となる下側（Ｚ（－）方向）の側面
６１３（図５）にわたって設置することでもよい。
【００６３】
　前記実施形態のプロジェクター１は、磁力抑制部材５を、冷却用ファン３側となるスピ
ーカー枠６の側面６１２に設置している。また、この側面６１２は、詳細には、スピーカ
ー枠６の外面側となっている。しかし、磁力抑制部材５を、側面６１２に対応する内面側
の側面に設置することでもよい。また、磁力抑制部材５を、側面６１２に対応する内面側
の側面から、冷却用ファン３側となる下側の側面６１３（図５）に対応する内面側の側面
にわたって設置することでもよい。
【００６４】
　前記実施形態のプロジェクター１では、磁力抑制部材５は、スズめっきされた鉄あるい
は鋼鉄の薄い板（いわゆるブリキ板）で構成されている。しかし、これに限られず、より
透磁率が高く、磁気シールド効果の高い他の材料、例えば、ケイ素鋼等を使用してもよい
。
【００６５】
　前記実施形態のプロジェクター１では、磁力抑制部材５は、矩形状の本体５１を有し、
この本体５１には、波型形状が連なって形成される波型形状部５２が形成されている。し
かし、これに限られず、部分的な連続しない波型形状を形成してもよい。また、板状部材
への切り込みを含む折り曲げ等により、略波型形状となる凹凸を形成してもよい。
【００６６】
　前記実施形態のプロジェクター１では、磁力抑制部材５は、矩形状の本体５１を有し、
この本体５１には、波型形状が連なって形成される波型形状部５２が形成されている。こ
の波型形状は、三角波として図４等に示されている。しかし、これに限られず、正弦波や
矩形波、鋸波等の波型形状としてもよい。
【００６７】
　前記実施形態のプロジェクター１は、磁力抑制部材５を、スピーカー枠６と、磁力の影
響を受ける冷却用ファン３との間に設置している。しかし、これに限られず、冷却用ファ
ン３以外に磁力の影響を受ける部品、例えば、制御部１３内に実装された半導体素子等が
ある場合は、スピーカー枠６と、磁力の影響を受ける当該部品間に、磁力抑制部材５を配
置してもよい。
【００６８】
　前記実施形態のプロジェクター１は、放電式ランプを用いている。放電式ランプとして
は、メタルハライドランプ、高圧水銀ランプ、超高圧水銀ランプ等、高輝度発光する種々
のランプを用いることができる。
【００６９】
　前記実施形態のプロジェクター１は、光変調装置として液晶パネル４２を用いている。
なお、液晶パネル４２としては、透過型の液晶パネルや反射型の液晶パネルを用いること
ができる。
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【００７０】
　前記実施形態のプロジェクター１は、液晶パネル４２を光変調装置として用いている。
しかし、これに限られず、マイクロミラー型の光変調装置等、液晶パネルとは異なる他の
方式の光変調装置を用いることができる。なお、マイクロミラー型の光変調装置としては
、例えば、ＤＭＤ（Digital Micromirror Device）を用いることができる。
【符号の説明】
【００７１】
　１…プロジェクター、２…スピーカー、３…冷却用ファン（ファン）、５…磁力抑制部
材、６…スピーカー枠（枠部材）、１０…外装筐体（筐体）５２…波型形状部、６１２…
側面、４１…光源装置、４２…液晶パネル（光変調装置）、４３…投写レンズ、ＡＸ…放
音中心軸、Ｌ…稜線。

【図１】 【図２】
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【図５】
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